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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 高エネルギー原子核衝突実験を遂行し、データ解析を行い、２粒子ジェット相関分布の高次の反応平
面に対する依存性を用いて、反応領域の幾何学的形状によるジェット分布の変化を測定した事は、世界
的にも新しい。特に、２次の楕円的幾何学的形状だけではなく、３次の三角的幾何学的形状に関する依
存性を調べ、QGP中でのパートンのエネルギー損失及び、失ったエネルギーの QGPへの再分配に関
する研究を進め、ソフト・ハード間の相互関係を理解する手がかりを得た。 
 
〔最終試験結果〕 
  平成２６年１月２７日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
